
 

 

 

 

 

 

 

○第５次総合計画の際の答申書を参考に添付いたします。 

○今回の第６次総合計画では、「基本構想」と「基本計画」

をそれぞれ別けて諮問することとしており、今回の諮問は

「基本構想」です。 

○第５次総合計画では、「基本構想」と「基本計画」の双方

をまとめて一度に諮問しているため、基本構想についての

答申は P126 の基本構想に関する記述と P127 の「１ 基

本構想について」部分となります。 

参考 
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（１）審議会等の開催

日高市行政経営審議会への諮問と答申

　 　
　

日高市行政経営審議会
会長　加 藤　武 久　様

日高市長　大 沢　幸 夫　　　　

　　　第５次日高市総合計画（案）について（諮問）
　第５次日高市総合計画（案）を別添のとおり策定いたしましたので、日高市
行政経営審議会条例の規定に基づき、貴審議会の意見を求めます。

平成２２年１０月２９日

日高市長　大 沢　幸 夫　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日高市行政経営審議会
会長　加 藤　武 久　　　　

　　　第５次日高市総合計画（案）について（答申）
　平成２２年９月２７日付け、日企発第２８３号で諮問のあったこのこと
について、慎重に審議を重ねた結果、次のとおり答申する。

日 企 発 第 ２ ８ ３ 号
平成２２年９月２７日
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答　　申

　第４次総合計画では、｢豊かな住環境と活力に満ちたふれあい清流文化都市｣を基本理

念に掲げ、その実現のための各種施策を推進してきた。この基本理念は、第３次総合計画

の将来都市像を引き継ぐものであり、22年間、我々市民のシンボル的フレーズであったこ

とは言うまでもない。また、後期基本計画では、54ある施策のうち31施策に目標を設定し、

客観的に事業の進捗を計ろうとしたことは、先進的であり有意義な試みであったといえる。

　しかしながら、予想を上回る少子化と高齢化の進行、地球温暖化を始めとする様々な環

境問題、大地震や集中豪雨などによる大規模災害に備えた防災体制の一層の強化など、自

治体を取り巻く社会・経済情勢は大きく変化し、様々な分野で転換期を迎えている。

　このような時代の潮流を踏まえ、新しい次期総合計画を策定し、新たなまちづくりの方

向を定めることは真に意義深いことである。

　本審議会は、このような背景と市が検討してきた経緯を踏まえ慎重に審議を重ねた。

　諮問案については、本市の実状を的確に捉えたものであり、相対的には妥当な案である

と評価した。特に、長きにわたり継承してきた将来都市像を大きく転換したことは、計画

期間が高齢者激増の10年間であり、その対応に全力を注いでいくということと、恵まれた

自然環境を後世に引き継いでいくという強い決意が伺える。

　また、戦略プロジェクトを基本計画の第１章に掲げるとともに、各施策に成果指標と市

民との協働指針を設定したことは大きなチャレンジであり、今後の事業の推進、さらには、

市の発展に大きく寄与するものといえる。

　今後の計画の推進にあたっては、計画を広く市民に周知し、政策形成段階から市民意見

を取り入れるなど、市民との協働を重視するとともに、成果指標の確認と行政評価制度を

活用した進行管理に万全を期し、将来都市像“笑顔と元気を未来（あした）へつなぐ 緑きら

めくまち 日高”の実現に向けて鋭意努められたい。

　なお、詳細意見として、別紙の第５次日高市総合計画（案）に対する意見を添える。
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第５次日高市総合計画（案）に対する意見

１　基本構想について

	 ・�基本理念と将来都市像を実現するため、戦略プロジェクトを最大限に生かした施策を展

開されたい。

	 ・�将来都市像実現のため、事業実施段階で市民との協働に十分配慮するなど市民の活力を

最大限活用されたい。

	 ・�全国的に人口が減少し、高齢者が激増する中、生産年齢人口の流入を促し、流失を食い

止める施策を展開されたい。

	 ・�土地利用の基本方向は、９つの分類ごとに特徴のある施策展開に努められたい。

	 ・�住居系地域については、早期のうちに良好な市街地が形成するよう努められたい。

	 ・�工業系地域については企業誘致に努め、さらなる雇用の創出に努められたい。

	 ・�農業系地域と森林保全地域については、将来都市像実現に大きく影響する地域として、

その保全・活用に全力を挙げて努められたい。

２　基本計画について

	 ・�戦略プロジェクトと各施策の関係を明確にされたい。

	 ・�市民による協働指針を十分周知されたい。

	 ・�市民との協働のため市民活動の育成、支援に努められたい。

	 ・�成果指標の数値根拠となる出展元を明確にされたい。

３　各施策について

	 　戦略プロジェクト　

	 ・�戦略プロジェクトに具体的な施策を検討されたい。

	 ・�戦略プロジェクトを市民に広く周知されたい。

	 ・�戦略プロジェクトと 30 施策との関係がわかりづらいので、図示するなど工夫されたい。

	 　施策 １ 　	 豊かな自然と景観を後世に引き継ぎます

	 ・自然保護には長い年月が必要なので長期的な取り組みも検討されたい。

	 ・河川環境の保全に関する施策を検討されたい。

	 ・杉並木（日光街道）、里山の保全に関する施策を検討されたい。

	 　施策 ３ 　	 歴史と文化を保存し、継承します

	 ・郷土芸能の保存・継承に努められたい。

	 　施策 ４ 　	 生き生き健康づくりを応援します

	 ・大学などとの連携による健康増進に関する施策を検討されたい。
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	 　施策 ５ 　	 子育て家庭を応援します

	 ・児童虐待防止に関する施策を検討されたい。

	 　施策 ６ 　	 高齢者の生きがいづくりを応援します

	 ・高齢者が楽しむことができる活動拠点整備や活動援助の検討をされたい。

	 　施策 ７ 　	 障がい者の社会参加を応援します

	 ・�障がい者の社会参加を促進するため、バリアフリー化をより一層推進されたい。

	 ・�障がい者の社会参加を促進するため、健常者と障がい者が交流する機会を増やす施

策を検討されたい。

	 　施策 ８ 　	 安心した生活を支え合います

	 ・生活保護者の就労支援策を推進されたい。

	 　施策10　	 生きる力を育む　学校教育を推進します

	 ・食育に関する施策を推進されたい。

	 　施策12　	 生きがいときめく生涯学習を推進します

	 ・�読書の形態は、ＩＴ（電子）化により変化している。電子図書の活用など時代に即

した施策を検討されたい。

	 　施策13　	 人権が尊重される社会をつくります

	 ・著名な講師選定に固執せず、研修回数を増やす施策を推進されたい。

	 ・人の命の尊さを訴える施策を検討されたい。

	 　施策14　	 男女が共に参画できる社会を目指します

	 ・女性だけでなく、男性にも視点を向けた施策を展開されたい。

	 　施策15　	 多文化共生と国際交流を推進します

	 ・国際化に関する施策を検討されたい。

	 ・ボランティアの支援を推進されたい。

	 　施策18　	 人にやさしいみちをつくります

	 ・安全に歩けるみちを整備する施策を推進されたい。

	 ・サイクリングロードを検討されたい。

	 　施策19　	 災害の発生に備えます

	 ・災害時の対応として、行政区役員との連携についても検討されたい。

	 ・市民に防災拠点（施設）を周知する方法を検討されたい。

	 ・埼玉県災害拠点病院である埼玉医科大学との連携に努められたい。



128 129

	 　施策24　	 公共交通の充実を図ります

	 ・民間企業、大学などの送迎バスと連携する施策を検討されたい。

	 　施策29　	 新しい体験型観光を創りだします

	 ・“ 明るく元気なまち ” として、積極的な地元ＰＲを展開されたい。

	 　施策30　	 農林業を振興します

	 ・遊休農地などの流動化に関する施策を推進されたい。

	 　そ の 他　

	 ・婚活に関する施策を検討されたい。

日高市行政経営審議会委員

会長　加　藤　　武　久　　　　職務代理　福　岡　　裕　子

　　　矢　次　　健　志　　　　　　　　　和　泉　　清　輝

　　　安　彦　　ウメ子　　　　　　　　　清　水　　忠　夫

　　　神　山　　好　子　　　　　　　　　松　本　　　茂　

　　　水　村　　順　孝　　　　　　　　　横　山　　完　爾

　　　吉　田　　美由紀　　　　　　　　　梅　澤　　三　子


	20200422s03
	5 P115～P151



